<シンポジアム 米英における英語教育> 米国における 'Teaching English as a Foreign Language' : 特にミシガン大学の M.A.Program を中心として by 安藤, 昭一
Title
<シンポジアム 米英における英語教育> 米国における
'Teaching English as a Foreign Language' : 特にミシガン大学
の M.A.Program を中心として
Author(s)安藤, 昭一













'Teaching English as a Foreign Language'
-特にミシガン大学の M.A.Program を中心として-
安藤昭一
米国における英語教育について述べるのが,このシンポジアムに於ける私の分担課題で
.あるが,時間の制限のためテーマを次のようにしぼりたい。即ち,先ず第一に米国におけ
るTeachingEnglishasaForeignLanguageということの概念と実体を略説し,その
中でM.A・Programの位置づけをする。次に私の最も詳しいミシガン大学の.M.A.
Progamを紹介しつつ,その特徴を考察する。そして最後に,それとの対比において,わ
が国の英語教育の問題点を指摘する。限られた時間内で,米国の英語教育一般についても
語り,かつ問題の中心を逃さないためには,このような説き方をするのが最善だと考える
からである。
さてEnglishasaForeignLanguageという概念は,一方においてEnglishasa
NativeLanguageと対立し,他方においてEnglishasaSecondLanguageと椙対する。
母国語としての英語教育は言う迄もなく国語教育の分野に属し,間接的にわが国の大学等
における上級クラスの英語教育の参考に資すべき点はあるが,直接的には外国語教育の分
野より外れるので,ここでは取りあげない。従って以下で英語教育とだけ呼ぶ時も,外国
語としての英語教育を指しているものと解していただきたい。
次に,EnglishasaForeignLanguageとEnglishasaSecondLanguageとは,今
なおアメリカでも混同して無差別に使われている場合が多いけれど,ミシガン大学では
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TeachingEnglishasaSecondLanguageとは云わない。SecondLanguageとはFirst
Languageに対する概念であって,bilingualな人が母国語同然に使う言語を意味すると
考えるのが妥当だとする区別を設けているからである。アメリカ言語学会会長Dr.Albert
H・Marckwardtも,1962年度のMLA年次大会で"EnglishasaSecondLanguage
andEnglishasaForeignLanguage"と題する講演を行ってその区別の必要性を説い
たから,やがてアメリカでTeachingEnglishasaForeignLanguageという言い方に統
一される日が来るであろう。
さて本来ならば,TeachingEnglishasaForeignLanguageが外国語教育の分野に属
するものである以上,先ず米国における外国語教育の歴史と現状を説明することから始め
るのが順序であろう。しかし今はただ,次の二点-即ち,第一次大戦中に外国語を排斥
したアメリカが第二次大戦では,日本語,ビルマ語,ロシャ語等を含む諸外国語を,当時
既にACLS(TheAmericanCouncilofLearnedSociety)で確立していた新しい言語科
学に基づく教授理論-linguistとinformantが協力してintensiveに教授することを
中心とする理論-を採用して,軍の将校の為にASTP(TheArmySpecializedTrain-
ingProgramof"languageandareastudies'')-俗に`ArmyMethod'--の計
画を行い,100を越える大学の協力を得てかなりの成功を修め今日の外国語教育の基礎を
築いたこと,-第二に米国における外国語教育の現状としては,1958年に議会を通過し
たDEA(TheNationalDefenseEducationAct)により,いわば国策として,外国語
教師の再教育,LanguageLaboratoryの設置等が大規模に進められ,1963年現在で外国
語をとっている小学生の数が100万を越えているということ,-これだけの指摘にとど
めて,その詳細は別の機会にゆずらなければならない。
そこで,アメリカにおけるTeachingEnglishasaForeignLanguageの実体である
が-これには所謂IntensiveCourseinEnglishとTeacherTrainingProgramの二種
類がある。前者は語学力不充分な外国からの留学生及び移民を対象とした短期間の集中講
習で,ミシガン大学の場合を例にあげると,ELI(TheEnglishLanguageInstitute)に
おいてOralapproachの原理に基づく一日五時間の授業を8週間(1963年9月よりは16過
*助tu7軸Review,Feb.16,1963,P.66.
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問のコースと二本立てで)行っている。クラスは約10名ずつにわかれ,クラス外活動も活渡
で,原則として受講生は寝食起居を共にすることになっている。他方TeacherTrainiIlg
Programとは,外国語としての英語教師を養成する計画のことであるが,そのカリキュ
ラムの一部として,定期的にIntensiveCourseの授業をClosedcircuittelevisionで参
観し,教材,教授法,テスト等について研究している。そこでIntensiveCourseのこれ
以上の説明は省略して,TeacherTrainingProgramの問題に入っていこう。
アメリカの大学で外国語としての英語のTeacherTrainingProgramをもっているの
は,私の知る限りでは,TheUniversityofMichigan;ColurnbiaUniversity:George-
townUniversity;AmericanUniversity;UCLA;TheUniversityofTexas及びThe
UniversityofHawaiiである。そのカリキュラムは大学により一様ではない。例えば,
教育実習を課しているのはColumbiaだけのようだし,M.A.コpスの最低年限もMi-
Chiganの1年に対してHawaiiは2年(内1semesterはアメリカ本土の大学に留学)
といった具合。しかしその大綱において大差がある筈はない。そこで以下,ミシガン大学
の場合に限って説明しよう。
ミシガン大学には,このTeacherTrainingProgramにnon・CreditのコースとM.A,
コースの二つがあり,内容,目的ともかなり違ったものになっている。そして広い意味で
は両者ともTeacherTrainingに違いないけれど普通狭義に解して,前者のnon-Creditコ
ースをのみTeacherTrainingProgramと呼び,後者はただM.A.Programとだけ呼
んでいる。その目的の違いは一言で言えば,前者が英語教師を養成することを唯一の目的
としているのに対し,後者は,英語教師を養成する資格のある英語教育研究者を育てるこ
とをねらいにしていると言ってよかろう。
Non-CreditのTeacherTrainingProgramは,諸外国から来た中学,高校の英語教師
を対象とし,ELIにおいて一学期間(16週間)英語教育の理論と実際を教授し,修了者
にはcertificateを与えている。一方M.A.Programの方は,EnglishPro丘ciencyTest
に92点以上とったものだけを,ELIではなく大学院のful1-timestudentとして,30単位
を一年間(1stsemester,2ndsemester,SummerSeSSion)でとれる仕くみにし,平均成
績B以上の者にMaster'sDegreeinEnglishLanguageandLiteratureを与えている。
以下もっぱら此のM.A.Programについて述べるが,それは私がその経験者として内
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容を熟知しているということの他に,以上説明してきたM.A.Programの位置づけか
らもお分りいただける如く,これを述べることが,つまりは,外国語としての英語教育に
対する米国における考え方の一番の根本を究明することになり,その特徴と研究の現段階
を明らかにすることが出来ると信ずるからである。
もっともこのM.A.Programには,外国人学生の他にアメリカ入学生もいて,その
両者の間でとるべき課目が完全に一致しているわけではない。しかし共通の課目が大半を
占め,カリキュラム編成の原則は同じとみてよいので,私が1962年9月より1963年8月ま
での一年間にとった課目について説明することとする。なおついでに言えば,1962年度は
外国人学生的知名に対しアメリカ入学生約10名で,夏の学期だけは,アメリカ入学生の数
が2倍位に増えた。最近アメリカでは,外国へ英語教師として出かけるのが将来性ある職
業だとしてPRされているので,このprogramに登録するアメリカ入学生の数も増大
する憤向にある。
そこで次に,私のとった課目であるが……
FirstSemester
English:Phonetics
English:IntroductiontoLinguisticScience
AmericanStudies:ReadingsinAmericanCivilization
Japanese:StudiesinJapaneselanguage
SecondSemester
English:ModernEnglishGrammar
English:TeachingEnglishasaForeignLanguage
AmericanStudies:ReadingsintheLiteratureoftheUnitedStates
Education:TeachingofModernLanguages
SummerSession
English:AmericanEnglish
Education:SpecialProblemsintheTeachingofEnglishasaForeignLanguage
Japanese:StructureofJapaneseLanguage
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以上の11コースである。一学期,二学期が1コース当り3単位(遥3時間を16遇)夏の
学期が1コース当り2単位(遇4時間を8遇)で,合計30単位。この中7コースが必須,
他は選択であるが,私の場合,すべて指導教官のサジェスチョンによってとった。
さてそれでは,M.A.ProgramofTeachingEnglishasaForeignLanguageにお
けるカリキュラムの中味が上の11コースであるということにどういう意味があるのか。今
一度この11コースの題目をみてみると,それが次の4つの分野に整理出来ることが明らか
となる-即ち,1)Linguistics,2)EnglishTeaching,3)AmericanStudies,
4)JapaneseLanguageの4分野である。従って問題は,M.A.Programにどういう理
由でこの4分野を含ませているか,ということになり,その理由を明らかにすることによ
りアメリカに於ける外国語としての英語教育に対する考え方の基本を明らかにすることが
出来ると私は考えている。
そこで次にその一つ一つについて見ていきたいのであるが,その前に,各コースの内容
の概略についても知っておく必要があろう。しかし今はその説明をしているだけの時間の
余裕が与えられていないので,一つの便法として,私が一年間のうちに,各コースのテキ
ストとして或いはリーディング・アサインメントとして謀せられ,少くとも一度は通読し
た参考・書目名と,屡々参照した2,3の雑誌名とを,4つの分野別に列挙してみることに
する。それによって内容の概略を推察していただきたい。(*印をつけたのは,特に念入
りに2度以上読んだもの)
LingulStics:
ニ∫ごSapir:エα乃g〟dgだ.
フ】くFries;月初grCα乃Eれ〆わんC7・α?乃17～α′一.
ニkFries:5rlrわrg〆E乃gあれ
W.N.Francis:StructureQfA77WricanEnglish.
*PaulRoberts:励ghshSblZtenCeS.
*H.King:G〟ねむd乃dlヤb戎β00彿品zgわんみ〝α∬.
'=てA.A.Hill(ed.):77tiTd77・raSCo往存Te71CeO7月叩blemSQfLinguisticAnabsis
in励gHSh.(特にこの中のNoamChomsky,"ATransformationalApproach
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toSyntax'')
*fI・A・Gleason:AnhtrodhctiontoDesc77PtiueLinguねtks.
:kPulgram=ht7・Odhctiontothe*ectogrttphyQf卑eech.
He仔ner:Gg〝どれ7月〃刀βか∫.
Pike:f泡oJgがC∫.
R.H.Stetson:Motormonetics.
JackobsonandHalle:RLnゐmentalsQfLanguaBY.
*RobertA・Hall,Jr.:エi乃g〟如わ∫α机11もばエα乃g机極限
*Marckwardt:American励gHsh.
Babecock:771eOr`おalqfAmericanEnglish.
Mencken:7加A77好r正α乃上α乃g〟αgg.
Pyles:lIもrゐα乃dⅥ句γ∫〆A∽ピわCα乃励成就.
Kurath:月b別路00鳥q/娩g上乃gzわがrCeo伊里クめげ八を抄E乃月払瑠A
Kurathこエi刀g〟i∫ficAgb∫qr入玩あきわ乃d
Kurath:ttも7JGbog71碑毎qrrカだ励∫′g777とあおが励αfeJ.
上AA7CUAG月
表l〃一.・l
EnglishTeaching:
*Ladoエ乃gJJわわ∫Acro∫∫G〟〟rg5.
*Fries:7恥了もαCんi乃gd刀dエビα/滅乃gqr励g払ろα∫αガお亘㌘LL叫酢叫弾.
ELI:八や〃/′J汀J`Jrio/l;lh、`J!,J止り・;ふりJ/t,1灯r几′/`,〃I∫;者11/`・川乃1汀rkr.
エA入7CUAGEエEAR入江NG
AmericanStudies:
OscarHandlin(ed.):Ame7icanDjnc4,ksandliSueS.
丁場gCo〝砂んg挽0柁励0壷∫qr几払戎7bd乃(Bantam).
NatharlielfIawthorne:鹿kcted7bksandA5bches(Rinehart).
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ErneStHemingway:771eSnowsdKilima7号わroandOther励0′・ies(Scribner).
T九g施乃ねr月00〆最ゆrA17Zerr例もぬ,
JapaneseLanguage:
*BernardBloch:ShLdiesinCoHoqzLlalJL4)aneSe.
SamuelE・Martin:A4b坤hoTPhone"licsQfShn`hlrdColloquL'alJE4)a71eSe.
EleanorHartzJorden:771ebntaEQfJ40&771CoHoqzLialLkTPa7le5e.
その他,服部四郎『音韻論』,金田一春彦「日本語のテンスとアスペクト」,f世界
言語概説』の「日本語,琉球語.朝鮮語」,『国語学辞英』の「国語史二(築島裕,
中田祝夫),「国語音韻の変遷」(橋本逸書)等。
さて上の4分野のうち,EnglishTeachingの分野に関してだけは設置理由が余りにも
明白である。この分野を除外した英語教育のカリキュラムなど考え得ないし、更に私ほう
かつにも,ミシガンへ行く迄は,もっぱらこの分野のことだけをやるのだろうと思い誤っ
ていた程である。だが他に,上述の如く,Linguistics;AmericanStudies;JapaneseLan・
guageの分野があった。それは何故か。
コース数から言っても,参考書日から見ても,Linguisticsを極めて重要視していること
が明らかである.,その理由はひとえに,languageteachingをAppliedLinguisticsの一つ
として位置づける考え方による。AppliedLinguisticsには,SpeeChcorrection;maChine
translation;internationallanguageの研究などがあるが,同様に1anguageteaching
もAppliedLinguisticsの一つであり,従って応用科学の基礎になる紆学原論を重要視す
るというわけ。これが,アメリカの英語教育の第一の特徴だと思う。
そしてLinguisticsの分野において,言語に対する三つの考え方から生ずる三つの文法
体系ql)RemedialGrammar,2)DescriptiveGrammar,3)GenerativeGram・
marについて比較研究した。その詳細については本論のテーマからも外れることになる
ので説明を省略するが,ただ英語教育との関連についてのみ略説すれば,1)のRemedial
Grammarはラテン語文法をもとにして作られた所謂「伝統文法」で,PrescriptiveGram-
marとも呼ばれる如く,絶対的規範を定めてusageを矯正することを目的としているっ
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また別名SchooIGrammarと呼ばれることからも分るように,これが永らく英語教育の
中心を占め,わが国では今日に至るもなお,主流はこのRemedialGrammarに依ってい
ると見てよかろう。
ところが米国においては既に30余年前より,SapirやBloom丘eldの科学的言語研究が
確立され,RemedialGrammarの批判の上に立って,2)のDescriptiveGrammarが作
られた。RemedialGrammarのいう規範性には科学的根拠がなく,それでusageを律す
ることは無謀でもあり,又英語教育の実際経険に照しても失敗に終ったというのである。
そしてそれに代って,uS瑠eをのみ重要視し,uSageを科学的に観察し分類し記述してい
く立場をとる。アメリカ英語に於けるusageの研究とRemedialGrammarへの批判は,
friesのA雅わrα花励g存∫ゐG7um〝∽rに詳しく,文法の新しい体系づけはFriesの
良和Cf〟柁`〆励g/わんが参考になろう。そして英語教育への応用においても,この新しい
言語科学にのっとって,OralApproachの原理がうちたてられた。
3)のGenerativeGrammarは,ここ数年来にわかに盛んになってきた極めて新しい文
法理論で,MITのChomskyを頭としている。大変難解であるが私の理解し得た限りで
は,DescriptiveGrammarにおいて言語の体系づけが,Phone-Phoneme-Morpheme
-Syntaxというふうに,観察し得る言語の外形から進められるのに対し,Generative
Grammarでは文法をnativespeakerの頭の中の働きそのものだと見る。そしてその働き
を機械で行わしめるとすればどうなるかと問い,その機械は必要に応じて無数のEnglish
SentenCeを生み出すことが出来,その中に一つのnon・Englishsentenceをも含まな
いものでなければならないと考える。ところでそういう機械は極めて複雑な構造を必要と
するであろうか。この間には,nativespeakerが僅か四,五歳にして文構造を習得すると
ころから見て,普通考えられている程複雑なものである筈がないと答え,その仕組みを,
KernelSentenceとTransformedSentenceの二つに整理する。従ってGenerative
Grammarにおけるruleとしては,KernelSentenceを作り出す為のPhrase・StruCture
rulesと,KernelSentenceよりTransformedSentenceを作るTransformationrules,
そしてそれをphonemeに変えていくMorpho・Phonemicsのrulesが立てられている。
まことに中途半端な説明で終えねばならないが,私の云いたいのは,米国においてlan一
guageteachingをAppliedLinguisticsとして位置づけているということ,従って英語教
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青の原理や方法も,Linguisticsの進歩につれて絶えず改善され得るものだということで
ある。現に,GenerativeGrammarを英語教育に応用すればどうなるかということが,
相当問題になっており,私も大いなる興味をもって,その方面の研究にとりかかってい
る。が,何度も繰り返すけれど,1anguageteachingをAppliedLinguiticsだとする考
え方は極めて重要で,ここに米国における英語教育の第一の特徴があると思うのである。
次に,AmericanStudiesの分野を設けていることについてであるが,これは英語教育
における言語的側面の他に,文化的側面を重要視しているためであり,ここに第二の特徴
がある。
最後に,アメリカに行って日本語を学んだという一見奇妙な現象は,私が第三の特徴と
考えるContrastiveAnalysisに必要な為であった。詳しく言えば,言語科学の立場より,
言語の習得とは一つの無意識的乃至半無意識的習慣の形成だと結論し得るのであるが,し
てみれば,外国語を学習する場合には,既にある母国語の習慣の上に,更に新しい今一つ
の習慣を作りあげるということになる。そしてその場合,二つの習慣が微妙に影響しあっ
て,ある時には新しい習慣の形成を助け,ある時にはそれを阻止して所謂学習のtrouble
SpOtを形成する。これを結果的に分りやすく言えば,アメリカなどでいろんな国の留学生
が話す英語を聞いていると,その国独特のなまりや誤用があって,これは日本人の英語,
あれはフランス人の英語という夙に忽ちに見破られる。これが即ちそれぞれの母国語のパ
タHンが英語の中に持込まれている結果であり,母国語が違えば英語学習のtroublespot
も適ってくるということの証拠である。従って,英語教育の教材は,学習者の母国語別
に,その母国語と英語との綿密なCOntraStiveanalysisに基づいて作りあげる以外に正し
い方法はなく,そのためM.A.Programにおいても,日本人は日本語を,中国人は中国
語を,ポーランド人はポーランド語を,アメリカ人は将来自分が教えに行く国の言語をそ
れぞれ分析して,COntraStiveanalysisを試みたのである。
さて以上でM.A.Programにおける4分野の設置理由と,そこに見られる三つの特徴
を述べ終ったのであるが,私はこのProgramを卒業して,以前には考えも及ばなかった
ような新しい研究分野に目を開かれると共に,ミシガン大学におけるこの方面の研究の段
階がまだまだ未熟であることをも合せ知った。例えば日本語と英語の文構造のCOntraS・
tiveanalysisも完成していないし,Oralapproachにおけるpatternpracticeとsitua・
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tionの結びつけも十分ではない。それにOralapproachはあく迄も英語学習へのap-
proachの第一段階のことであって,日本の大学におけるようなadvancedclassの扱い方
ということになると,誰からも満足な答を得られない。英語教育の文化的側面ということ
にしても,言語的側面との関連の具体的研究がない。文化面におけるcontrastiveanalysis
も必要な等であるが未だなされてはいない。前述したGenerativeGrammarの応用も今
後のこと,等々。
初めの予定では,最後にわが国の英語教育の問題点を具体的に指摘するつもりであった
が,ここまで述べ来って考えてみれば,わざわざそうする迄もなく,問題点は既に明らか
であり,ただ一言,何はともあれ一日も早く英語教育を学閥研究の対象にせよ,と警告す
れば足りると思う。そしてそれにつけても私は,今後なすべく背負わされた問題が余りに
も多いのに発いているのである。
米国における英語の試験
大浦幸男
試験というものは,単に個々の学生の学習の結果をテストするだけのものではなく,試
験の形式や,内容が,その科目の学習上の目標を示すものだから,極めて重要な意義のあ
るものというべきである。例えば,わが国において,大学の入学試験が高校の教育に大き
な影響を与えていることは,否足しがたい事実だ。筆者は,1963年1月30日に渡米し,約
三カ月間,外国語としての英語教育の実状を視察したが,その際に興味をもって調査した
ことの一つに,米国における英語のテストの問題があったから,その概要を次に述べるこ
とにしたい。
まず,筆者が最初の七週間を過したUCLA(UniversityofCaliforniaatLosAngeles)
は,創立は新しいが,近年急速に拡充しつつある米国西海岸有数の大学であって,外国人
留学生は多数にのぼり,日本人学生も百人以上いた。ここでは,外国人留学生はすべて入
学の初めに,英語のテストを受けねばならぬ。その成簾に従って,英語の履修の有無,及
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